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コミュニケーションに課題のある子どもの人間関係の構築に関する研究

I.問題と日的

ノーマリゼ-ションの思潮を背景に,各地の保育園

で健常児とともに保育を受ける障害児の姿が多く見ら

れるようになった。それを裏付けるように近年では,

統合保育の効果や困難に関する調査研究は近年ますま

す増えつつある。

しかし,また一方では,わが国や米国での現状を見

るとき,統合保育を実践する保育者が様々な障壁に出

会い,検討すべき課題が多いことも確かである。特に

米国では1990年代後半に入ってから,実際的な「統合」

の効果について疑問を投げかける報告がなされている。

それらの主張は,多くの「統合」が,健常幼児のなか

に障害を持つ子どもが,まさにクラスの「お客さん」

のようにただ置かれているといった,形式的な「統合」

にすぎず,なんら特別な支援なしに行われる「統合」

を,障害を持つ子どもをdumping (投げ捨て)する

ものだというものである。

1989年の国連での子どもの権利条約採択や米国での

1990年の障害を持つアメリカ国民法成立に見られるよ

うに,差別をなくし権利を保障する今日の時代精神の

中で,統合保育の実践は一つの社会的要請であると考

えられる。したがって,課題は統合保育の可否を問う

ことよりも,それを成功させる条件をいかに整備する

かが重要となってきている。

統合保育が有効であるための保育的配慮には,様々

な要因が関係していると考えられ,それらの要因を検

討せずして統合保育の有効性に言及することはできな

い。そして将来整備すべき体制や条件について論じる

前に,まず現在の普通の保育体制で,どのような障害

児がどのように園に適応し,また適応困難を示すのか

を継年的に明らかにする必要があると考える。

本研究では, -人のコミュニケーションに課題のあ

る幼児を対象に,入園当初から幼稚園生活を長期的に
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観察し,その変化を記述することにした。特に園生活

の中で日常生活に必要な習慣化されたスキル獲得場面

に着目した。それは一般に,自閉的傾向のある子ども

は,習慣の予測可能なところを好み,しばしば自分だ

けの硬直した習慣を身につけてしまい,それが中断さ

れるととても混乱するとされているからである。その

際, 「有意義な習慣を形成し,それを中断すれば,千

どもはいつもの習慣を取りもどそうとして,コミュニ

ケーションしようという気持ちになる」という指摘も

ある。またこのような獲得を基盤に協同的な活動への

移行が容易になるとも考えられる。加えて,観察期間

を通じて,幼稚園の教員や関係者にインタビューを試

みた。たとえばいわゆる「ちょっと気になる子ども」

に関しても,近年では子どもに「ちょっと気になる」

原因を求めるのではなくl,保育者の意識を含め,子ど

もを取り巻く環境を適切に調整することが必要である

ことを示唆する指摘もある(刑部, 1996;浜谷, 1998

;水内・増田・七木田, 2001)。

本研究では,コミュニケーションに課題のある幼児

を新たに引き受ける幼稚園を対象に,日常生活で習慣

化された活動(以下ルーチンワーク)の中で,他児と

の人間関係,また教師のかかわりを中心に継続的観察

を試み,分析することを目的とする。
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1.対象

本研究は,広島県内のF幼稚園の事例研究を展開す

る。 F幼稚園は, 2001年4月からはじめて,障害のあ

る4歳児(K)を受け入れることになった。

Kは,入園時の生活年齢が4歳11ケ月の男児で,自

閉的傾向がある。家族構成は,父,母,小学1年の兄

と4人家族である。なお,兄はF幼稚園の卒園生であ

る。 Kは, F幼稚園入園以前には障害児通園施設G園
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に1年3ケ月あまり通園していた。 G園の担当保育者

によると, Kは,身辺整理・排壮・食事では自立して

いるなど,基本的な生活能力はほぼ備わっていた。 K

の課題は,ことばや人間関係にあり,コミュニケーショ

ン言語を持ち合わせていないことと,非言語的に自分

の意志を伝達する行為が確立されていないために円滑

な人間関係を築けないことのようである。また,不快

なことや環境の変化に抵抗を示し,頭突きや人の髪を

引っぼるといった問題行動をすることもあり, F幼稚

園という新しい環境で保育を受ける中で園生活に適応

することもKの課題であった。

F幼稚園は, 3歳児, 4歳児, 5歳児のクラスがそ

れぞれ1つずつ設置されている。基本的に自由保育を

採用しており,子どもの自発的な活動を重視している。

また,国立大学の附属校という性格から,教育実習生

の受け入れや大学との共同研究や研究大会の開催など,

教育・研究活動も積極的に行っている。

Kは4歳児クラスのU組に在籍し,担任(H教諭)

の他に加配の副担任として非常勤のS教諭もこのクラ

スを担当する。 F幼稚園の職員はその他に,大学教官

でもある園長,副園長他保育者5名,及び事務員にて

構成されている。

2.手続き

本研究では,目的を達成するために,以下のような

研究方法を採用し,得られた資料について研究目的に

関係する記録を抽出し,分析の対象とした。

(1)観察とカンファレンス

Kの入園時から過1 -2回程度の頻度で,参与観察

を実施した。観察は, 2001年4月から12月の9ケ月に

わたり,登園から昼食終了時までの午前中を中心に実

施された。観察記録はKの状態を反映する特徴的な行

動やその後のKの行動変容につながったと考えられる

ような出来事を抽出し,エピソードとして記述した。

また, F幼稚園の保育者も「観察記録表」としてK

の行動を記録し,エピソード記述とともに, Kへの支

援の方向性を探るために月1-2回程度の頻度で実施

されたカンファレンスでの資料とされた。本研究では,

これらの資料全てを分析の資料としている。カンファ

レンスは, H教諭, S教諭,副園長,及び大学の教官・

学生3名の計6名の参加を基本として,関心のある他

の保育者も加わるかたちで実施された。

(2)インタビュー

Kの担任としてKに日常的にかかわるH教諭とS教

諭に対し,計3度のインタビューを実施した。インタ

ビューは, 2001年4月:第一次インタビュー, -学期

末の2001年7月:第二次インタビュー,二学期末頃の

2001年12月:第三次インタビューにそれぞれ30分程度

実施した。

インタビューの内容は①Kについての印象や認識,

②Kへのかかわりの意図, ③Kへの支援のあり方につ

いての考え, ④一般論としての統合保育に関する考え,

の4点である。各教師の認識を深く探るという意図か

ら,インタビューの内容は基本的に同じにした。

Ⅲ.結果と考察

1.観察記録から

(1)探索活動期(2001年4月10日～4月13日)

Kが, H幼稚園に入園した直後の1週間である。 K

は, H幼稚園での生活の流れを把撞しきれず,毎日を

手探りの状態で過ごしていた。この時期は, Kが所属

している4歳児クラスの副担任であるS教諭がKとずっ

と一緒に行動し,生活の流れを伝えるようにしていたO

また,この時期のKは, H幼稚園での環境の変化に戸

惑うことが多く,周囲の変化を嫌うKの性格が顕著に

表れていた。

朝のルーチンワークでは, Kは,靴の履き替えで,

自分の場所が特定できず他の場所に置いてしまう,逮

絡帳へのシール貼りで,連絡帳を投げ出して逃げる,

タオルを自分の場所に置けない,かばんを自分の場所

にしまえない,というようにS教諭から支援を受けて

もできない状態だった。この時期, Kの朝のルーチン

ワークは, S教諭との格闘であり, S教諭がやること

を伝え,やらせようとするのに対して, Kは反抗して

やらず,時には頭突き,髪を引っぼるといった問題行

動を示すことが多かった。

対人関係では, Kは, S教諭に対して,問題行動を

して,不快感を示したり,様子を伺いながらわざと悪

いことをしてみたりして, S教諭がどういう人物なの

か認識する行為がみられた。他の大人に対して, Kは

あまり日を合わさず,呼びかけに応じることはなかっ

た。また,他児に対して, Kは,自分からかかわりを

持つことはなく,同じ場にいることが耐えがたいよう

だった。自由保育の時間では, Kは常に他児がいない

場所へ移動をしていた。

この時期には,問題行動が多くみられた。特に朝の

ルーチンワーク場面や設定保育の場面で, KはS教諭

に対して,頻繁に頭突き,髪を引っぼる,噛み付きを

した。 Kにとって,朝のルーチンワーク場面や設定保

育の場面は,.自分の思い通りにいかないため,嫌な時

間であったのだろうと思われる。

保育者のかかわり方では, S教諭が常にKと一緒に

行動して,支援していた。特徴としては, Kが逃げる

のをつかまえてやらせる(待つことがあまりない),
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できたらすぐほめることがないといったことが挙げら

れる。この時期は, Kの入園直後で,保育者も,まだ

Kの状態を把撞できておらず,観察しながら,俣育を

していた。 Kが手探りで幼稚園生活を送っていたのと

同様に,保育者もまた,手探りで保育を行なっていた。

以上のように,この時期は, Kが環境の変化に対応

しきれず,不快感を露わにした時期であった。また,

Kと保育者とが,信頼関係を築くための期間であった

といえよう。探索活動期のKを象徴するエピソードは

以下の通りである(事例中, S教諭をSTとする)0

【エピソード1】朝のルーチンワーク場面:連絡帳へ

のシール貼り(4月13日)

ST : Kのかばんから連絡帳を取り出しKに手渡す。

K :投げ出して,その場から立ち去る。

ST :つかまえてKの手を持ってシールを貼らせる。

このエピソードは探索活動期におけるKの朝のルー

チンワーク場面を記述したものである。 KがH幼稚園

の生活環境に慣れるまでの困惑がうかがえる。

【エピソード2】おやつ後のうがい(4月13日)

ST : Kにうがいをさせるため,手洗い場へ連れて行く。

K : STに従い,手洗い場へ行ってうがいをする。

他児大勢:手洗い場へ集まる。

K :手洗い場の近くのトイレへ逃げ込む。

これは, Kがこの時期に,他児と場を共有すること

を嫌がっていることを示すエピソードである。 Kは,

おやつを食べる直前にトイレに行って,用を足してい

た。それにもかかわらず, Kがトイレに行ったのは,

他児が集結してきたことを嫌がったからであると考え

られる。なお, Kはこの時トイレで用を足していない。

(2)環境把撞期(2001年4月16日～5月11日)

KがH幼稚園の生活の流れを把撞した時期である。

KがS教諭の存在を受け入れるようになり, S教諭の

支援を受けてできることが多くなった。この時期, K

は,特定の大人(S教諭)とのかかわりから,少し余

裕を持ってH幼稚園での生活を送ることができるよう

になったようだった。

朝のルーチンワークで, Kは,靴の履き替えが1人

でできるようになる,連絡帳のシール粘りで, S教諭

の支援(シールを貼る位置に青色のペンで丸をする)

を受けて,シールを貼れるようになる,タオルは自分

の場所ではないが,置きにいくようになる,かばんは

自分の場所におけるようになるというように, S教諭

が近くで支援することでかなりできるようになった。

しかし, Kが自発的にやろうとする意欲はまだみられ

ず, S教諭がいないと朝のルーチンワークを放棄して

遊びに入ることもあった。

この時期, H幼稚園の担当保育者は,朝のルーチン

ワーク場面において3つの工夫をした。 1つ目は,靴

置き場のKの位置を青いテープで囲ったことである。

2つ昌は,連絡帳へのシール貼りで,シールを貼る位

置に青色のマジックで丸をしたことである。これらは,

Kが青色に強い執着をみせていたことを応用したもの

であり, Kが靴置き場やシールを貼る場所をはやく把

握する上で有効であったように思う。 3つ目は,あい

さつにおいて,発声の困難なKのために, K独自のあ

いさつを取り入れたことである。そのあいさつとは,

KがG園にいた頃に,出欠確認でおこなっていたこと

で,保育者もしくは他児が,パーの形で差し出した手

をKが,自分の手で叩くことである。 G園にいた頃か

らの流れを組んだこのあいさつも, Kは,すぐに自分

のものとした。

対人関係では, Kは, S教諭とのかかわりが増え,

S教諭にクレーン行動で要求するようになり,笑顔を

みせるまでになった。また, Kは,他の大人に対して

ち,徐々に慣れてきて,顔を確認するようになった。

しかし,他児との関係では,他児からの働きかけが増

え,接触の機会は持つものの,不意に他児を叩くとい

うようにKは他児を,自分の活動を邪魔する存在と認

識していたようで,総じて不快感を示していた。 Kが

自分から他児とかかわることはなかった。

問題行動は大きく減少した。朝のルーチンワーク場

面で, S教諭から強くやるように言われた時や設定保

育場面で, Kが他児とかかわりを持たなければならな

い場合にときおり発生した。いずれもS教諭に対して

なされた。

保育者のかかわり方では, Kと常に一緒に行動して

いたS教諭が,少し距離を置くようになった。また,

Kがやらなければならないことを拒否しても, S教諭

がしっかりとやらせ,できたらKをはめるようになっ

た。この時期は, S教諭がKとの信頼関係を築くこと

に成功して,支援もしやすいようだった。明確な意図

をもった保育ができていた。

以上のように,この時期は, KがS教諭との信頼関

係を築き, H幼稚園の生活環境に慣れはじめた時期で

あった。しかし,まだ, Kは,他児との関係が良好と

はいえない状態にあった。環境把撞期のKを象徴する

エピソードは以下の通りである。

【エピソード3】設定保育場面(4月20日)

円状に椅子を置いて座っている。

Kの隣の男児: Kに対して声をかけたり体を触ったり

する。

K :全く無視して,男児の方をむこうともしない。

男児:さらに続ける。

K :そのうちに男児の手を振り払い肩の辺りを叩く。
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このように,この時期, Kは他児とのかかわりを持

とうとしなかった。 Kが他児とかかわる場面は,他児

がKに働きかけて, Kがそれに不快感を示すというも

のだった。

(3)安定期(2001年5月13日～6月8日)

Kが, H幼稚園の生活の流れを完全に把握した時期

である。この時期, Kは問題行動が減少し,ときに笑

顔をみせるなど精神的に安定して園生活を送っていた。

Kがそれまでに持っていた課題全般において進展が

あった。

朝のルーチンワークで, Kは,全体的にスムーズに

行なうようになった。靴の履き替えは完全に自立し,

シール貼りは,青色のペンをS教諭と一緒に持って印

をつけ,そこにシールを貼るようになる,タオルかけ

やかばんを自分の位置に置くのも, Kが1人でやるこ

とが多くなった。 K独自のあいさつは定着して, S教

諭だけでなく,幼稚園の全職員とできるようになった。

この時期, Kは,朝のルーチンワークはやらなければ

いけないことであることを認識したようで,朝のルー

チンワーク場面において,問題行動はなくなった。

対人関係では, S教諭を仲介して,大人とも他児と

もかかわりが増えた。大人に対して, Kは, K独自の

あいさつを幼稚園の全職員とできたり, S教諭以外の

人でもクレーン行動で要求したりと,かなり慣れた様

子でかかわりの幅が広がっていった。他児に対しても,

S教諭がKと他児との仲介役になり, Kが他児と共に

遊ぶ機会を持てるようになってから変化がみえはじめ

た。この時期, Kは,他児が遊ぶ様子を遠くから観察

していたり,自分から近寄っていったりという行動を

するようになり,他児に興味を持ち始めているようだっ

た。それまでは, Kにとって単に邪魔な存在でしかな

かった他児だったが, Kが,笑顔をみせて,かかわり

を楽しむ様子も観察できた。

保育者のかかわり方では, S教諭がさまざまな場面

で,他児をからめてKと接するようになったことが挙

げられる。この時期, S教諭は, Kが,自分からの注

意に対しては悪ふざけをするのに,他児からの注意に

対しては意外と素直に受け入れることに気づく。その

こともあってか,自由遊びの場面にしろ,注意する場

面にしろ,それまでは1対1で接することが多かった

のに対し,他児をからめてKと接するようになって

いった。

以上のように,この時期は, KがH幼稚園での生活

を自分のものとし,対人関係にも良い兆しがみえはじ

めた時期であった。安定期のKを象徴するエピソード

は以下の通りである。

【エピソード4】自由保育場面(5月21日)

他児複数:包丁で野菜を切っている。

K:他児が遊んでいる所に入っていく:stがKの

近くに付いている。)

K :他児が遊ぶ様子をじ一つと見ている。

s T:「Kちゃんが包丁使いたいみたいで.さっきか

らずーっとみているよ」と他児に伝える。

K :ス一つと違う方へ逃げる。

K:戻ってくる。

他児:包丁をKに渡す。

K :受け取り,花を切り始める。

このエピソードは, Kが他児とのかかわりに興味を

持ち始めたことを示している。それまで,他児に見向

きもしなかったKだったが,この場面では, Kは自ら

他児の集団に近寄っていき,様子をうかがっていた。

一時逃げはしたものの,また戻ってきたことからもK

が他児とのかかわりを求めていたものと思われる。

【エピソード5】朝のル-チンワーク場面:連絡帳へ

のシール貼り(6月5日)

ST : Kのかばんから連絡帳を取り出し, Kに手渡す.

K :連絡帳を開く。

ST: Kに青いペンを手渡し, Kの手を持ってその日

の位置に印をつける。

K :印をつけた位置にシールを貼る。

これは,朝のルーチンワークである連絡帳へのシー

ル貼りの一幕である.この時期, Kはシール貼りでも

かなりの進展をみせていた。 Kは数字が読めないこと

から,自分1人でその日の位置にシールを貼るのは難

しいOそう考えると,この時期のシール貼りが,最も

自立していたと考えるのが妥当である。

(4)混乱期(2001年6月11日～7月19日)

プール遊びがポイントになった時期である。この時

期, H幼稚園では,新たにプール遊びが増える。そし

て,水遊びが大好きなKは,プール遊びに没頭するよ

うになり,それまで安定していた生活リズムに乱れが

生じてしまう。生活リズムが乱れたことで, Kは問題

行動を頻繁に起こすようになり,保育者との衝突を繰

り返すようになっていった。

この時期, Kは,登園して,最初にやらなければな

らない朝のルーチンワークを拒否して,保育者にプー

ル遊びを要求するようになった。それに対して,保育

者は, Kの要求を受け入れて,朝のルーチンワークの

前にプール遊びをすることを許容した。そういう流れ

から,結果的に朝のルーチンワークと自由保育の順序

が逆転してしまい,生活リズムが乱れることとなった。

そして, Kは問題行動をたびたび起こすようになり,

園生活に混乱をきたしてし_まった。

朝のルーチンワークでは,この時期のS教諭の記録
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によると, 6月25日～6月29日の記述で, 「登園時,

Kの機嫌が悪いことが多く,かばんを投げ出し,ルー

チンワークをやろうとしない。水遊びなどして少し落

ち着いてから誘うとスムーズにする。」そして, 7月

2日-7月7日の記述で, 「登園するとすぐにプール

に入りたくて,ルーチンワークをひどく嫌がるように

なる。プール遊びをした後スムーズにすることがあ

る。」とされている。

対人関係では,全般的にかかわりが減少した。 Kが

プール遊びに夢中になる中で,大人とのかかわりは,

水をかけられて喜ぶぐらいで, Kからのアプローチは

みられなかった。他児とのかかわりは,プールの中で

場を共有してはいるものの,一緒に遊ぶことはほとん

どなく,目立ったインタラクションはなかった。

問題行動は頭突き,髪を引っぼるといったそれまで

の方法と違い,不快な気持ちを周囲の物にあたって解

消したり,泣いて訴えたりするように変容していった。

特に, KがやりたいことをS教諭が注意する時に頻繁

に発生していた。

保育者のかかわり方は,前の安定期で, Kが朝のルー

チンワークをスムーズに行なうようになってから,こ

の時期は,かかわり自体が減少していた。また, Kが,

もう朝のルーチンワークを1人でできるという安心感

からか,自由保育とルーチンワークの順序を逆転させ

るなどKのその日の機嫌に合わせた後追い的指導になっ

ていた。他には, S教諭が, Kに対して注意や呼びか

けをする時に,他児から注意をするように他児にお願

いすることが増えた。安定期から他児のよびかけが効

果的であることに気付いた結果,他児からKへ注意を

させるようにしたのだろうが,このことによって,他

児がKを一歩劣った存在とみなす言動をする場面がみ

られた。

保育者は,他児とのかかわりを増やそうという意図

から,保育者は他児にK-の注意などを促したようだ

が,他児にまかせっきりにしてしまったため他児とK

の間でいわゆる友達同士のかかわりが成立していたよ

うにはみえなかった。混乱期のKを象徴するエピソー

ドは以下の通りである。

【エピソード6】朝のル-チンワーク場面(6月26日)

K :靴を履き替える。

ST: Kにルーチンワークをやるように伝える。

K:ぐずってやろうとしない。

ST:「シール後にして,先に遊ぼう」

K :服を脱ぎ.プールに遊びに行く。

このようにこの時期のKは,まず朝のルーチンワー

クを拒み, S教諭の許しを得て,プール遊びに没頭し

ていた。

この時期, Kは自由保育の時間をほとんどプール遊

びに費やしていた。したがって,場は共有していたも

のの,自由保育の時間にKが他児とかかわることはな

かったといえる。

【エピソード7】自由保育場面(7月11日)

K :片づけの時間にお気に入りの場所である用具室に

閉じこもる。

筆者:「Kちゃん,そこから出よう」

他児複数:「Kちゃんどうしたん」

筆者:「この中に入って出てこんのよ」

他児:「Kちゃん,言っとることわからんもんO引っ

ぼりださんと」

他児: Kを連れ出そうとする。

これは,この時期のKと他児との関係を示すエピソー

ドである。このように,他児は, Kのことを少し劣っ

た存在と捉えているようである。

(5)停滞期(2001年9月1日～12月.12日)

夏休み前の混乱期から1ケ月あまりの夏休みを経て,

Kが,安定期の頃の生活を取り戻した時期である。た

だこの時期, Kは,保育者や他児とかかわる機会が減

少し, 1人で過ごすことが増えた。そのため, Kは,

自分の思い通りに生活を送ることができるようになっ

たが,同時に,新たに刺激を受けることが少なくなっ

てしまい,生活がパターン化していった。

朝のルーチンワークでは, Kは,安定期と同じよう

にS教諭から支援を受けながら,自分でスムーズにで

きる状態に戻った。ただ,停滞期後半は,特定の他児

がKの世話をするようになり,時々, Kの仕事を代わ

りに全部やってしまうことがあった。かかわりが増え

るのは望ましいことだが, Kが自分でできることまで

他児がやってしまうことで,ルーチンワークが意味を

成さなくなってしまっていた。

対人関係では,まず, KとS教諭とのかかわりが大

きく減少したことが挙げられる。これまでは,常にK

の様子を気にしながら行動していたS教諭だったが,

この時期は他児と変わりないスタンスでKと接してい

た。 S教諭によると, 「自分が入っていったらかえっ

て混乱して, Kの遊びを阻害してしまう。今は, 1人

遊びを十分に楽しんで欲しい。」ということである。

Kと他児とのかかわりは,ほとんどが特定の世話役と

のもの.であった。これは,他児が, Kと一緒に遊ぶと

いう感覚ではなく, Kを赤ちゃんのように扱う性質の

ものである。それ以外には, Kと他児との目立ったイ

ンタラクションはなく, Kが1日中1人で過ごすこと

もあった。 Kには,何らかの仲介がないと,他児との

かかわりが広がりをみせないことがわかった。

問題行動はすっかりなくなった。そのことからも,
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いかにKが,自分の思い通りに園生活を送っていたか

がわかる。

保育者のかかわり方では, S教諭が, Kの夏休み前

の混乱を解消するために,絵カードを導入して, Kの

1日のスケジューリングと活動の発展を図った。この

時期は, Kが,混乱期のころのように問題行動を起こ

すことなく精神的に安定して過ごしていたため,保育

者は, Kが1人で遊べるようにしていたようである。

ただ,筆者の印象では, Kが,保育者や他児とあまり

かかわることなく1人で遊んでいた。

以上のように,この時期は,他者とのかかわりが減

少し, Kが自分の思い通りに生活できた時期であった。

その分, Kは,問題行動を起こすことなく,精神的に

は安定して生活していた.この時期の象徴的なエピソー

ドは以下の通りである。

【エピソード8】朝のルーチンワーク場面:連絡帳へ

のシール貼り(ll月22日)

ST:声かけし,シール貼りをするように伝える。

K :連絡帳を開く。

特定の他児:青いペンでその日の位置に印をつける。

K :シールを取り,印の位置に貼る.

これは, Kが朝のルーチンワーク場面で,特定の他

児から支援を受ける所である。それまで, KはS教諭

と一緒にペンで印をつけていたのだが,この時期は,

この特定の他児が印をつけてしまっていた。最終的な

目標として, Kが1人で印をつけて,シールを貼れる

ようにすることを考えると,特定の他児のこの行為は,

Kにとってマイナスの要素であると思われる。

【エピソード9】自由保育場面(12月5日)

K :広場を排掴する。

特定の他児:「Kちゃん-」と後ろから抱きかかえて,

座らせる。

K:抵抗しない。

特定の佃児: Kの頭をなでる。

これは,特定の他児が, Kをいわゆる赤ちゃん扱い

している場面である。この他児は,朝のルーチンワー

クの時にもKの世話をしている。この時期, Kは他児

とのかかわりにおいて,このような形で接触されるこ

とが多かった。

2.保育者へのインタビューから

H教諭とS教諭に実施したインタビューについて,

観点別に象徴的な発言を抽出したものが,表1である。

3回のインタビューを実施した時期は,それぞれ探索

活動期,安定期,停滞期に相当する。

Ⅳ　考察

ここでは, Kの人間関係の構築について観察で得ら

れたデータをもとに考察する。 Kは, G園在籍時,他

児とかかわりをもつことはほとんどなかった。そのこ

とからF幼稚園では, Kが他児とかかわりをもつこと

が入園当初の保護者の願いともなっており,人間関係

の構築が重要な課題のひとつとされた。

自閉的傾向のあるKは, H幼稚園入園以前,他児と

かかわることをひどく嫌がっていた。しかし, H幼稚

園入園後,大勢の他児と一緒に生活していくにつれて,

徐々に他児とかかわることに慣れていった。 Kが自ら

他児にかかわりを求めていくことはないが,他児から

のかかわりに対しては抵抗が少なくなった。

探索期から安定期にかけて, S教諭がKに付き添う

生活がよく観察された。これは,自閉的傾向のある幼

児とのかかわりに不安を感じていたS教諭が, Kとの

関係をより親密にLKの意図をより的確に汲み取りた

いという意図があった。

一方,入園当初,自分たちと同じようなコミュニケー

ションをとらないKに対し,他の園児達はどのように

Kにかかわっていいのかわからなかった。 S教諭が不

安によりKとの近い距離を保つ姿は,自分たちとは異

質なものを排斥してはいけないという教師側の雰囲気

を感じ取ることにつながった。それが他児にとっての

Kへのかかわり方のとまどいも手伝い, 「お客さん扱

い」という状態になったのだろう。そして,時間の経

過とともに,他児は自分なりのKへのかかわりを考え,

Kについても知ることができた。その結果他の園児は,

Kと対等の関係を築こうとしたものと思われる。コミュ

ニケーションに課題のある自閉的な傾向のある幼児で

ち,他児からのかかわりが増加すれば,それを抵抗な

く受け入れることができるようになったことが示唆さ

れた。

結果的にこの時期までのKは, S教諭が仲立ちになっ

て,他児との交流を深めていったことがうかがえる。

K自身にも,他児の行動を注視するなど,他児の存在

に興味をもっているような態度が観察されていた。 K

は自発的に他者へのコミュニケーションを生起させる

ことはほとんどなかったが, S教諭の伸介と他児の関

心により,人間関係を広げることに成功していた。

しかしながら,停滞期以降, Kと他児とのかかわり

がほとんど観察されなくなった。これは,他児がKに

対する関心が薄れつつあっただけでなく, S教諭のK

へのかかわり方にも変化があったためと思われる。す

なわち, S教諭は,ある程度Kとのかかわりに慣れて

きたこともあり,他の園児がKと対等に遊べるように

なったと判断し, Kが他児との関係をより深めること
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表1-1　H教諭とS教諭のインタビューから

OKの印象について

① 4 月 ② 7 月 ③ 12月

H
敬

柿

「声 をかけるとぴっとみるんです 「意外と思っていたよりも言葉の 「案外, ひとに対 して慣れ, つて

よね, 担任の方 をみて, 彼 な りに 指示を聞いていて, ポーカーフエ いうか0 予想で きなかったです。

ね (中略) 私 を認識 しているなつ イスですけどもその時しなくても こんなふうになるとはね。もつと,

てことを感じるので, す ごく人間 次に同じことするとか, 反応は無 大人が問に入らなくちやいけない

関係ではつまづいているんだけど, 反応 なんだけれども2 回目の場面 し, もつと自分の世界がいっぱい

彼なりの認知の仕方をね, してる ではするとか, 案外指示が入るん あって, 嫌なんだつていうふうに

んだなって, 思います。」 だなと感じている。」 .して い くのかと思ったんですけ

ど。」

S
教

柿

「つかみどころがなくつて, 本人 「思 いをなるべ く伝えるようにし 「人とのかかわりをね, 自分か ら

が何をいおうとしてるのかが, つ ている。感情面のことが理解でき 求めるようになってきたのは大 き

かめなくてすごく悩んだんですよ。るようになってるので。最初 は いことだと思うんですよ0 (中略)

どうしたらK ちゃんのきもちにな 叱った方がいいのかと思ったが, 友だちの手をひくことすら嫌がつ

れるんだろうつて, いつ も悩みな 叱るより最近は相手の気持ちを ていたのに, 自分か ら助けを求め

がらやってきて。」 言った方が有効的だなと。彼はす るというか。他の子のようにはい

ごく気づいてるから, 固まってた かないんだけど, K ちゃんなりの

り見てたりの様子でわかるんです 方法で子どもたちの方に入ろうと

よ。また (行動 を) 繰 り返すけど してると思うし, また, 子 どもた

わかってるんだなと。」 ちの方もそれを受け止めている。」

OKへのかかわりの意図

(∋ 4 月 ② 7 月 ③ .12月

H

「コミュニケーションの仕方をね, 「ごっこ遊びでもK ちゃんが参加 「おともだちと一緒に, 役 割 を

K ちゃんな りに, もつとわかるよ して, K ちゃん も受け身じゃなく 持って, 例えば劇遊びみたいなこ

うに, 子 どもたちに, ま, 私たち て応答的つていうほどじやないけ ととか, 何 かひとつ役割を持って

もですけれども。わかるように, どや りとりがあったりできる遊び。自分が遊ぶようなこと, ともだち

教 できるようになればいいなって。 (中略) 逆 にK ちゃんの好 きな遊 と一緒に動いてするつてことがい

柿 卒園までにね。できるんじゃない びをみんなでするのもいいのかな, るかなと思います。」

かなって思ったりもするんですけ みんなの遊びの中にK ちゃんが

ど。」 入っていくのもあるし。両方いる

と思うんですが0」

S

-frV
柿

丁普通の子 と同じようにやはりか 「あち手ちいくんだけど, (園児 「私が K ちゃんの友だちに遊ぶよ

かわつていきたいなと。それと, は) K ちゃんはクラスの一員だつ うにしたり, 子 どもたちのなかに

どうやつたら (K と) 心が通いあ てわかってる, とけこんでますよ, K ちゃんを取 り込んでいったり。

えるだろう, つて。」 蕨近0 私 もK ちゃんと子 どもとの あとはK ちゃんが頼るんですよ,

遊びを壊 さないように。私 もなる 困 った とき。そ うい うときは

ベ く離れてみるようにしてます。」ちょっと離れて, 周 りにいる友だ

ちに助けを求めて。友だちの方も

すぐ助けようとする気持ちが育つ

てるから, そういうところをうま

くつなぐように。」

ができるよう, Kに付き添うことをやめていく。　　　係の構築にあたり,保育者によるサポートの影響が非

そのた捌こ, S教諭による仲介は減少することになっ　　常に大きかったことが示された結果であるO

た。 Kがまだ自発的に他児とかかわっていくことが難　　　以上より保育者は,障害幼児に対するかかわりにつ

しかったため,他児のKへの関心の現象も影響して,　　いて,周囲の他児に対してそれをを促す配慮が不可欠

Kと他児とのかかわりは減ってしまった。 Kの人間関　　であった。ただ統合保育は担当保育者の負担が大きく
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表1-2　H教諭とS教諭のインタビューから

OKの課題

① 4月 ② 7月 ③ 12月

H

「嫌だとか, 嬉しいとか, という 「安定して楽しく過ごせる時間が 「おともだちと一緒に, 役割を

ようなコミュニケーションの仕方 少しでも1 日のうちにこの幼稚園 持って, 例えば劇遊びみたいなこ

をね, K ちゃんなりに, もつとわ の中であって, (中略) 友達との ととか, 何かひとつ役割を持って

敬 かるように, 子どもたちに, ま, 関わりの中で安定するとか, そう 自分が遊ぶようなこと, ともだち
節 私たちもですけれども, わかるよ いった安定した時間がもてること と一緒に動いてするつ.てことがい

うに, できるようになればいい

なって。」

があればいいと思う。」 るかなと思います。」

S
n .
柿

「自分の思いを他の園児に伝えら 「こどもの発達年齢が違う。どち 「わりと身辺自立もできてるし,

れるようにつてことですね0 日分 らかというと1ー2歳児くらいな あとは友だちの関係をより深く。

の思いを他の園児に伝えられるよ ので, 年少のほうが対等に遊べる 友だちとも自分から遊べるように

うにつてことですね。」 んですよ, 確かに。それはそれで なったらいいなってことを思いま

いいんじゃないかと個人的には

思ってる0」

す。」

OKの人間関係や他児への影響

① 4 月 ② 7月 ③ 12月

冒

「今 はU 姐の子 どもたちも, K 「他の園児 も, 仲間だというよう 「いろんな人がいるつて受け止め

ちゃんに対してどんなふうにかか な, 自分たちがいたわってあげな られるつてことは, これから柔軟

わつていいかわからないつていう いといけないけど, 同じ仲間だけ に受け入れられるつてことで, す

敬 ところがあって, あの,ちょっと, ど, ちょっと特別な配慮がいるの ごく園児たちにプラスだと思し.、ま

節 かかわりは少ないですし0」 かなって意識がある0」 す。みんな同じだけど, 少しずつ

違う。その違いがあっていいん

だって。」

S

「お客様扱いだと思う0 やっぱり 「最近はち ょっと叩いたりする 「子どもたちは., K ちゃんの表情

私もついてるしみんなが大事にし (中略) K ちゃんが悪いときは同 とか, いろんなしてることとかみ

てるから, みんなも大事にしない じように怒っていいつて。友達 て, ああ今これしたいんだって気

教 といけないからつていうのがすご だって, 最近は対等になってきて 持ちをくみ取る力が育ってきてる
柿 くわかつて。だから気にかけてく る。対等につき合えるし, クラス と思うんですよ。」

れるし親切にしてくれる。」 の一員として認めてるから本人も

入ってきてる。」

なりがちと考えられるため,園全体での情報の共有な

ど,保育者間の連携によって,他児への促しをすすめ

ることが必要となるだろう。

本研究でとりあげた実践は,諸能力の発達やスキル

の獲得という観点のみならず,幼稚園への適応の過程

の解明とその促進について視野に入れたものであった

が,その点からすれば, Kの幼稚園への適応の初期段

階で,幼稚園のルーチンワークを円滑に習得したのは,

まさに正統的周辺参加によって状況から学習したこと

に他ならないであろう。なお,本研究の実践や,藤原

ら(1996;1997;1998)の一連の報告のような,園へ

の適応を視座に入れた研究は,統合保育の効果を実証

的に示す上でこれからますます必要となろう。

V.まとめ

障害を持つ幼児を障害を持たない幼児集団の中で保

育するという統合保育については,その利点が多くの

研究者によって示唆されているが,実際に成功するた

めの条件は複雑である。

保育者-の質問紙調査や分離保育との比較研究から

く障害を持つ幼児への効果としては, (1)障害を持たな

い幼児との社会的相互作用が増大するという指摘が最

も多く,次に(2)運動や生活習慣の領域での発達促進,

そして(3)言語発達の促進なども数多く報告されている。

-方,障害を持たない幼児への効果としては,障害を

持つ幼児への向社会的行動の獲得があり,それは後年

までも続くことなどが指摘されている。しかし,また
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一方では,わが国や米国での現状を見るとき,本研究

のように統合保育を実践する保育者が様々な解決しな

ければならない課題がある。

本研究から,幼稚園において統合保育を考えるうえ

で,幼児の障害の種類や基本的生活習慣の自立,保育

参加の程度,保育者の人数などが必要であることが示

唆された。特に基本的生活習慣の自立は,それがコミュ

ニケーション関係が成立する場として重要なため,本

児の場合有効な相互交渉が生じる機会と考えられた。
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